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反ファシスト委員会（ＡＦＫ）選出と工作の試み

反ファシスト委員会
•民主運動の組織的な仕上げ（1948年初め）

（a）反ファシスト委員会の選出
（b）弾圧プロセスの継続

•弾圧プロセスの特色
（a）内務省令No.0030

→軍事力省独立作業大隊に対する適用拡大
（b）本国送還プロセス

•反動家の反発とへ隔離のプロセス
（a） ソ連陸海軍総政治局長 1948年1月



（１）内務大臣命令
1.14日付電報No.101502/sh
2.29日付電報No.103288/sh
→独立作業大隊の管理職捕虜全員調査を命令

（２） アクチーブの粛清を第380通過収容所で実行命令
→1948年度の本国送還に関する決定と関連

・ファシスト委員会の選挙
（a）すべての収容所と独立作業大隊で実行

→当日は大きな政治的大盛況



2. 最後の反ファシスト委員会会議

•最後の反ファシスト委員会会議（1949年初め）開催

→5日間開催

a)代表トモダの開会の辞

b)ソヴィエト政治工作員の歓迎のあいさつ終始

c)締めくくり閉会式開催

→720人参加

d)反ファシスト委員会が政治工作の主要な形態

→収容所生活の全側面をコントロール



3. 活動内容

•反ファシスト委員会

a)1948年7月までにすべての収容所管理部に創設

→ハバロフスクで活動

b)収容所分所や収容地点を自由に移動できる権利

c)活動内容

•収容所の民主アクチーヴ講習会

•収容所のアクチーヴの教育

→セミナー、インストラクション

•ソヴィエト同盟共産党、歴史小教程研究サークル

→「反ファシストの部屋」を指示



４.五種類の政治工作

•五種類の政治工作

a)印刷物による宣伝

→捕虜のために発行

b)口頭の宣伝と扇動

→ローカルラジオの聴取といった活動で提供

c)政治学習

d)視覚に訴える扇動

e)大衆文化活動

→これらの工作は大衆的政治工作システム

の構成要素



５.政治学習と講習会

•政治学習
a)捕虜の政治的強化システムの最も重要な一環

•講習会
a)政治サークル

→最も広くいきわたった学習の形態
b)学習サークル

1.ソヴィエト同盟共産党、2.歴史小教程の学習サークル
→捕虜の政治学習の最高レベル

c)民主アクチーヴ講習会
→民主運動を展開する人材を養成する
という重要な任務



６.その他の政治工作手段
視覚に訴える宣伝

→基本的に宣伝の補助であり、実例による説明
a)ソヴィエト人民の生活を再現した陳列台
b)モンタージュ写真
c)図、ポスター

７.民主運動としての「批判」
・民主運動としての「批判」
a)1948年から捕虜の間で「批判」と呼ばれた現象が誕生
b)反ファシスト委員会の活動は捕虜の中での健全な批判
c)指導者の言葉の間違った引用を李勇に批判



８.「ソ連についての真実の宣伝」

•ソ連についての真実の宣伝

a)捕虜への宣伝

・真実の宣伝

・日本の状況とその社会生活民主化の問題の説明

・国際問題と世界の社会主義体制の役割

・棟建設の実践とマルクス・レーニン主義理論の宣伝



・真実の宣伝
a)ソ連の国家機構
b)ソヴィエト「民主制」
c)スターリン憲法
d)ソヴィエト社会におけるソ連軍の役割
e)ソヴィエト人事情
f)ソヴィエト外交の基準

→ソヴィエト的なものについて多くの事柄を説明する活動



９.日本および天皇についての宣伝

•日本で起きている出来事は宣伝員に必要な脈絡において解釈

→ソヴィエトの宣伝の特質

「不安な乗客でいっぱいの、破滅に向かって疾走する列車」

• 1949年に本国送還

1.イシミス・マツヨシ

2.ナガムネ・ハルジ

•天皇ヒロヒトその人天皇制統治システム全体が注目

→天皇制自体廃止という案



～スターリンへの手紙 政治工作の礼賛～

10.感謝文署名運動

・感謝文
(ⅰ)スターリン宛ての感謝文

→工作の成果をスターリンに示すような手紙
(ⅱ)署名運動

（ア）1949年夏7,8月の間に実行
（イ）軍事力省独立作業大隊と通過収容所で実施



（ⅲ）感謝文の草案
極東軍政治部特別宣伝課と「日本新聞」編集部の内奥で作成
ハバロフスク地方内務局政治部と共同

→作業は8月29日までに完了命令
(Ⅳ)署名紙の外装
感謝文の署名、外装作業8月31日にすべて完了

→1120枚、66434の署名が収集



11.浅原正基事件

•捕虜代議員選挙

(ⅰ)スターリンの感謝状、贈り物の発送かかわる

地方間会議

(ⅱ)8月31日～9月6日実施

•浅原正基

(ⅰ)地方の反ファシスト委員会を指導

(ⅱ)内務省収容所管理局政治部と緊密に協力

(ⅲ)スターリンに自ら感謝文を届ける狙い

→地方ビューローの指導者を解任


